
はじめに

木造住宅を長持ちさせるためには，設計・施工段階

で高い耐久性を付与して，施工後に適切な維持管理を

行うことが重要です。

従来は住宅に使用する木材に確実な保存処理を施し

たり，高耐久性の樹種を用いるなど，設計段階での対

策がやや重視されてきた感がありました。しかし近年

では，品確法の施行により住宅メーカーの生産者責任

が明確化されたことを受け，施工後のメンテナンスに

ついても大きな関心が集まる傾向にあります。

木造住宅を大きく劣化させる原因としてはシロアリ

による食害や木材腐朽菌による腐朽があげられます。

特に北海道においては寒冷な気候条件のため，シロア

リによる被害よりも木材腐朽菌による腐朽被害が一般

的です。

以前に比べ住宅工法や床下環境が改善されてきたこ

ともあって，ナミダタケをはじめとした木材腐朽菌に

よる被害は減少してきてはいますが，毎年継続的に被

害の報告・問合せが林産試験場に寄せられています。

木材腐朽菌による被害を最小限に抑えるためには，

腐朽が進行する以前に早期の予防・対応措置を行うこ

とが，安全性の確保および修繕コストの面から重要で

す(図1)。

今回は腐朽初期での対処を行う上で要求されている

－6－

DNAで木材腐朽菌を割り出す

－住宅メンテナンスの新たなアプローチ－

杉 山 智 昭

キーワード：木材腐朽菌，メンテナンス，PCR，DNA

図１ 腐朽進行状況によるメンテナンスの比較

腐朽後期（木材の強度低下：大）

3)対 処

1.環境改善検討（換気等）

2.部材交換：必要なし

3.駆除作業：必要なし～小規模

放置したままだと・・・。

1.環境改善検討（換気等）

2.部材交換：必要なし～部分的

3.駆除作業：小規模

1.環境改善検討（換気等）

2.部材交換：全面的

3.駆除作業：大規模

菌糸

木材腐朽菌の場合

腐朽初期（木材の強度低下：極小）

2)迅速かつ確実な

異常原因の診断

表面汚染菌（カビ）･非生物的要因の場合

表面汚染（木材の強度低下：ほとんど無し）
1)木材に何らかの

異常が発生

（変色・菌糸様物質）



木材腐朽菌の迅速かつ客観的な同定方法としてDNA

を用いた分析技術について紹介します。

従来の同定方法が抱える問題

現在，木材腐朽菌の同定は主に，その形態や生理的

特徴を比較することによって行われています。しかし

この方法は以下のような問題を抱えています。

①菌の単離や培養に時間がかかる(数週間～数か月)。

②環境条件や成長過程により形質が大きく変動する

(図2)。

③比較する形質に明確な差違が認められない場合があ

る(図3)。

このように，環境や成長過程によって変化する形質

を用いて，確実な指標となる比較形質に乏しい木材腐

朽菌の同定を行う際には，観察者の主観によって誤っ

た結果が導かれる可能性も考えられます。

DNAを指標とした同定技術

近年，分子生物学の飛躍的な発展により，ウイルス

からヒトにいたるまで生物種をDNAレベルで比較す

ることができるようになりました。最近では新聞やテ

レビなど，一般的なメディアにおいても，「DNA鑑定」

などといった言葉が頻繁に取り上げられるようになっ

てきています。このDNAを用いた同定技術には次の

ような特徴があります。

①結果を早く入手することができる(1日～数日)。

②環境条件や成長過程に影響されない。

例えば，カエルについて成体とオタマジャクシ，卵

には大きな形態の差がありますが，「生命の設計図」

DNAを比較した場合，遺伝情報に変化はありません。

③形態で判別しにくい(はっきりとした差違が認めら

れない)生物種を客観的に比較することができる。

以上のようにDNAを指標とする同定法は，従来の

方法に対して，生物を迅速かつ客観的に比較すること

ができるため，信頼性の高い結果を期待することがで

きます。

PCR法によるナミダタケの同定

ポリメラーゼ連鎖反応(PCR)法とは，DNAを合成

する酵素と「プライマー」と呼ばれる短い人工合成

DNA断片を用いて，極少量のサンプルDNAから目的

とするDNA領域を大量に増幅する技術です。この技

術には様々な応用法１）がありますが，今回は北海道に

おいて住宅に被害を与える代表的な木材腐朽菌の一種

であるナミダタケをDNAレベルで同定することを目

的としてPCR法を試みました。なお，分析にあたっ

ては，ナミダタケのDNAだけを特異的に増幅するよ

うに「プライマー」の設定を行っています。

まず表1のナミダタケ，未同定の担子菌およびクロ

コウジカビから，一般的な方法を用いて増幅の「もと」

となるDNAの抽出を行いました(写真1)。この「もと」

となるDNAから，ナミダタケに特異的なDNA領域を

PCR法によって増幅し電気泳動して観察を行ったの

が写真2です。写真2の電気泳動像から，各サンプル
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図２ 環境要因による種内変異

図３ 比較形質による制限
※木材保存学入門より一部転載

種内の変異に過ぎないのか，別
種であるのか判断が難しい。
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のDNAがナミダタケに特異的なプライマーにより

増幅されていることがわかります。標準株と同一の

DNA増幅が観察されたため，被害を受けた住宅から

分離された2つのサンプルについても，DNAレベルで

ナミダタケと同定することができました。

また，比較のため分析に加えられたクロコウジカビ

については今回用いたプライマーによって増幅が見ら

れず，ナミダタケと区別されることが示されています。

おわりに

今回の結果から，木造住宅のメンテナンス現場で子

実体が確認されない場合においても木材の表面に付

着している少量の菌糸をPCRで分析することにより，

DNAレベルで木材腐朽菌の同定を行うことが可能と

考えられます。

木造住宅のメンテナンスには必ずしも高額の工事が

必要になるとは限りません。適切な状況把握により，

わずかな費用でも効果的なメンテナンスを行うことが

可能です。今回紹介したPCR法を用いた木材腐朽菌

の同定方法が木造住宅の適切なアフターケアを行う上

で，判断の一助となれば幸いです。
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写真２ PCR増幅産物の電気泳動像

1：ナミダタケ標準株，2，3：未同定担子菌，
4：クロコウジカビ

写真１ 抽出されたDNA

表１ 分析サンプル

サンプル 由 来

１．ナミダタケ

２．未同定担子菌

３．未同定担子菌

４．クロコウジカビ

森林総合研究所保存株

被害を受けた住宅より分離（1982）

被害を受けた住宅より分離（1987）

（財）発酵研究所保存株
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